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　2016年熊本地震は，4月14日にM6.5の地震、16日にM7.3の地震が起こり、震度7を2回観測した熊本県益

城町を中心に大きな被害が生じた。本研究では主に熊本地震の余震を中心とした239地震の際に防災科学技術

研究所の強震観測網K-NET/KiK-net、熊本県の自治体震度観測点、臨時強震観測点(Yamanaka et al.,

2016等)の計197観測点で観測された強震記録をスペクトルインバージョンによって震源・伝播経路・地盤増

幅特性に分離した。拘束条件には、KiK-netのOITH08(宇目西)観測点を基準観測点とし、地表と孔底のスペク

トル比から推定した地震基盤までのS波速度構造を用いて一次元重複反射理論により算出した地表の理論増幅

特性を用いた。伝播経路のQ値は既往研究(例えば, 染井他、2018)と矛盾のない結果を示した。震源特性はオ

メガスクエアモデルによって説明することができた。また、震源特性から計算した地震モーメントはF-netによ

る地震モーメントと同程度であった。地盤増幅特性は、沖積平野で、0.5-2.0Hzの低周波数の増幅が大き

く、山地では2Hz以上の高周波数の増幅が平野部と比べて大きくなることがわかった。スペクトルイン

バージョンによって求めた地盤増幅特性を一次元重複反射理論を用いて逆解析することで、熊本平野の堆積層

のS波速度と地盤減衰の推定を行い、熊本平野の中央部の堆積層が約600mと厚いことがわかった。 
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